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運用報告書（全体版） 
第213期（決算日 2026年２月12日）第214期（決算日 2026年４月13日）第215期（決算日 2026年６月12日）

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 

「世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型）」は、2026年６月12日に第215期の決算を行ないまし

たので、第213期から第215期の運用状況をまとめてご報告申しあげます。 

今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 2007年４月26日から原則無期限です。 

運 用 方 針 
主として「世界インフラ株マザーファンド」受益証券に投資を行ない、安定した収益の確保と中長期的な信託財産の
成長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

世界好配当インフラ株ファンド
（ 偶 数 月 分 配 型 ） 

「世界インフラ株マザーファンド」受益証券を主要投資対象とします。 

世界インフラ株マザーファンド 
世界各国の企業が発行する金融商品取引所上場株式および株式に類似する権利
を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

世界好配当インフラ株ファンド
（ 偶 数 月 分 配 型 ） 

株式への実質投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

世界インフラ株マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
第１計算期および第２計算期は収益分配を行ないません。第３計算期以降、毎決算時、原則として安定した分配を継
続的に行なうことをめざします。ただし、基準価額水準などを勘案し、上記安定分配相当額のほか、委託者が決定す
る額を付加して分配を行なう場合があります。 

 

＜440825＞ 

世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近15期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

リ ミ テ ッ ド 
パートナー（出資金） 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 
201期(2024年２月13日) 12,443 160 △0.1 94.0 2.0 － 5,014 

202期(2024年４月12日) 12,851 160 4.6 94.4 2.0 － 5,206 

203期(2024年６月12日) 13,486 160 6.2 94.1 2.0 － 5,588 

204期(2024年８月13日) 13,126 160 △1.5 94.1 2.0 － 5,573 

205期(2024年10月15日) 13,952 160 7.5 95.6 1.9 － 5,974 

206期(2024年12月12日) 13,723 160 △0.5 95.0 2.0 － 6,054 

207期(2025年２月12日) 13,480 160 △0.6 94.4 2.0 － 6,117 

208期(2025年４月14日) 12,764 160 △4.1 94.1 2.0 － 5,931 

209期(2025年６月12日) 13,793 160 9.3 93.7 1.9 － 6,665 

210期(2025年８月12日) 14,335 160 5.1 95.5 2.0 － 7,395 

211期(2025年10月14日) 14,962 190 5.7 95.3 2.0 － 8,167 

212期(2025年12月12日) 15,091 190 2.1 94.5 2.1 － 8,469 

213期(2026年２月12日) 16,059 190 7.7 95.2 2.1 － 9,275 
214期(2026年４月13日) 17,056 190 7.4 95.2 2.1 － 10,071 

215期(2026年６月12日) 16,234 190 △3.7 94.8 2.0 － 9,808 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「リミテッドパートナー（出資金）組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） ファンドの商品性格に適合する適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第213期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2025年12月12日 15,091 － 94.5 2.1 

12月末 15,335 1.6 94.0 2.0 

2026年１月末 15,655 3.7 94.6 2.0 

(期  末)     

2026年２月12日 16,249 7.7 95.2 2.1 

第214期 

(期  首)     

2026年２月12日 16,059 － 95.2 2.1 

２月末 16,838 4.9 93.9 2.0 

３月末 16,650 3.7 92.8 1.9 

(期  末)     

2026年４月13日 17,246 7.4 95.2 2.1 

第215期 

(期  首)     

2026年４月13日 17,056 － 95.2 2.1 

４月末 16,566 △2.9 94.4 2.1 

５月末 16,487 △3.3 94.0 2.0 

(期  末)     

2026年６月12日 16,424 △3.7 94.8 2.0 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

○運用経過 (2025年12月13日～2026年６月12日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2025年12月12日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、相対的に配当利回りの高い世界のインフラ関連企業の株式等に実質的に投資を行

ない、信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行なっております。当作成期間中における基準価額の主な

変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・ＡＩ（人工知能）主導の設備投資と生産性向上が経済拡大を後押しし、データセンター建設の活況が企業投

資を牽引し、株式市場が上昇したこと 。 

・マクロ経済の逆風にもかかわらず、期間中を通じて企業業績が市場予想を上回る底堅さを示し、メガキャッ

プ（超大型）・テクノロジー企業が上昇を牽引したこと。 

・2026年５月下旬にかけて、米国とイランの停戦交渉が60日間の延長に向けて進展したことを受け、地政学的

緊張が緩和したこと。  

作成期間中の基準価額等の推移 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

＜値下がり要因＞ 

・米国でインフレが再加速し、市場の利下げ織り込みが利上げ予想へと転換したこと。 

・中東紛争によるホルムズ海峡の封鎖で石油供給が途絶し、供給不安が肥料・半導体・金属など幅広いサプラ

イチェーン（供給網）にも波及したこと。 

・プライベートクレジットファンド等で大規模な解約が相次いだほか、長期国債利回りが上昇し、財政の持続

可能性への懸念が浮上したこと。 

 

 

（海外株式市況） 

2026年５月までに発表された米国経済指標は、中東紛争に伴なう地政学的な不確実性の高まりにもかかわ

らず、景気の底堅さを示唆しました。イランとの紛争やホルムズ海峡の封鎖は当初、エネルギー価格ショック

による需要破壊への懸念を高めましたが、米国経済は予想以上の強靭さを示しました。特にデータセンターを

中心としたＡＩ主導の設備投資が企業支出を大きく下支えし、消費者の慎重姿勢を一定程度相殺しました。家

計消費は二極化の兆しを見せており、高所得層が底堅さを維持する一方、中低所得層は支出を抑制しました。

2026年４月までの実質消費成長率は全体としてプラスを維持しました。 

インフレ面では、エネルギー価格の急騰とサプライチェーンの広範な混乱を背景に、消費者物価指数（ＣＰＩ）

と米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が重視するコア個人消費支出指数（ＰＣＥ）がともに期間中に大幅に上

昇しました。５月のＩＳＭ製造業価格指数も大幅に上昇し、財価格の上昇圧力が根強く続いていることを示し

ました。ただし、５月下旬に発表された月次インフレ指標は市場予想をわずかに下回り、若干の安堵感をもた

らしました。労働需要は引き続き大幅に鈍化しており、2025年末の数ヵ月間は雇用増加がほぼゼロに近い水準

で推移し、2026年初頭も低水準が続きました。失業率は比較的安定しているものの、移民の減少、労働参加率

の低下、企業の採用抑制が重なり、「採用も解雇も少ない」環境が続いており、労働市場は外部ショックに対

して脆弱な状態にあります。 

中東紛争による物価上昇圧力は一時的なものにとどまり、世界経済の減速がその影響を和らげると予想さ

れていました。そうした中、2026年５月下旬に米国とイランが60日間の停戦延長で合意したとの報道が伝わ

り、エネルギー価格の落ち着きに向けた期待感が広がりました。ＦＲＢは2024年末に３回の利下げ（合計0.75％）

を実施した後、2025年12月から2026年５月にかけて政策金利を3.50％から3.75％に据え置きました。市場の見

方は追加利下げ織り込みから年末までに１～２回の利上げ予想へと大きく転換し、根強いインフレへの懸念

を反映しました。ＦＲＢ当局者はデータ重視の姿勢を強調しており、大多数は次の政策変更が利下げでも利上

げでもなく現状維持となる可能性が高いとしながらも、リスクバランスがインフレ懸念側に明確に傾いてい

ることを認めています。 

中国経済は引き続き強弱まちまちの状況が続きました。2026年第１四半期の公式成長率は目標達成軌道に

あることを示唆しましたが、この経済成長は依然として輸出に大きく依存しており、半導体、ハイテク電子機

器、電気自動車における中国の際立った競争力を反映しています。一方、国内消費は労働市場と住宅市場の低

迷により、引き続き抑制されており、不動産セクターの課題が消費者マインドを圧迫しています。輸出好調の

恩恵は一般市民には波及せず、不動産市況の低迷も反転しませんでした。不動産を中心とした構造的な逆風は

続いており、2026年度予算や新たな五ヵ年計画においても家計需要の支援に向けた大規模な財政措置は盛り

込まれませんでした。慎重な消費者姿勢と高水準の貿易摩擦が、引き続き中国経済の特徴となると見込まれます。 

 

投資環境 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）は、下記の推移となりました。 

 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「世界インフラ株マザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行ないました。 

 

（世界インフラ株マザーファンド） 

期間末時点の組入比率の高い国は、米国、英国、スペインなどとなっております。セクター別では、世界的

なインフラ投資の恩恵を取り込むべく、電力、空港、エネルギー・インフラなどを中心に幅広い分散投資を維

持しました。 

主な投資行動としては、電力、送電、発電セクターへのエクスポージャーを引き下げた一方、水道、エネル

ギー・インフラ、通信インフラへのエクスポージャーを引き上げました。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

 

分配金は、運用実績や市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しなかっ

た収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第213期 第214期 第215期 

2025年12月13日～ 
2026年２月12日 

2026年２月13日～ 
2026年４月13日 

2026年４月14日～ 
2026年６月12日 

当期分配金 190  190  190  

(対基準価額比率) 1.169％ 1.102％ 1.157％ 

 当期の収益 190  190  88  

 当期の収益以外 －  －  101  

翌期繰越分配対象額 7,105  8,080  7,981   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、ファンドの基本方針に則り、「世界インフラ株マザーファンド」受益証券を原則として高位に組

み入れて運用を行ないます。 

 

（世界インフラ株マザーファンド） 

トランプ米大統領が第２期政権において幅広い政策変更を推進し続ける中、インフラ市場は激しい地政学

的混乱にもかかわらず期待通りのパフォーマンスとなりました。期間中を通じて、インフラ株式は上昇局面で

は市場の値上がりをしっかりと取り込み、下落局面では損失を抑える動きを示しました。エネルギー市場が歴

史的な混乱に見舞われた局面においても、その回復力とディフェンシブ（景気動向に左右されにくい）な特性

を改めて示しました。 

個別銘柄では、ＡＩ関連インフラや供給制約の恩恵を受けた一部エネルギー資産を中心に、極端なバリュ

エーション（価値評価）が見受けられます。ＡＩ分野への関心は依然として高く、発電、データセンター、送

電網インフラへの投資が継続しています。こうした環境の中、当ファンドは相対的に著しく割安な銘柄の発掘

に注力しています。上場インフラ市場が堅調なパフォーマンスを示す一方で、投資機会は依然として豊富で

す。特に、地域的なエネルギー供給リスクの影響を一時的に受けた優良資産に注目しています。 

中東紛争をめぐっては、2026年５月下旬の停戦合意が情勢の落ち着きに向けた前向きな兆しとなりました。

もっとも、経済的な余波は2026年後半にかけて長く続く可能性が高いと見ています。ホルムズ海峡の封鎖と重

要エネルギーインフラへの損傷は、完全な復旧に数年を要する長期的な供給制約となりました。世界の石油貯

蔵は異例のペースで取り崩されており、紛争開始以来２億4,000万バレル超が放出されたことで、将来の供給

混乱に対する市場の緩衝機能が低下し、価格急騰リスクが高まっています。 

地域別の影響は大きく分かれています。北米のインフラはエネルギー純輸出国としての相対的なエネルギー

分配金 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

安全保障の恩恵を受けていますが、ガソリン価格の高騰が個人消費を圧迫しています。欧州のインフラはエネ

ルギー輸入への高い依存度から、より大きな課題に直面しており、現在の原油・ガス価格の高騰が消費者の購

買力を削ぎ、資本流出を招いています。アジア市場はまちまちの動きとなっており、中国経済は景気刺激策を

受けて安定しつつあるものの、輸出主導の成長構造と米国の関税政策に対する脆弱性は残っています。 

上場インフラ市場は、インフレ連動性と料金改定の仕組みを通じて引き続き恩恵を受けています。エネル

ギーコストの高止まりやインフレ圧力、事業環境の不確実性が続く中でも、当資産クラスにとって良好な投資

環境は維持されています。 

当運用チームは引き続き、長期的な観点からリスクに見合ったリターンが期待できるインフラ企業への選

別投資をめざしています。インフラ企業が保有する資産の詳細な分析が、収益・収入の質を評価する上で不可

欠と考えています。当ファンドは、徹底したボトムアップの銘柄分析を通じて、インフラ企業の長期的な本質

的価値を体系的に見極めることに注力しています。独占的または準独占的なサービスの性質上、キャッシュフ

ローの予測可能性が高い銘柄の中から、割安なものを厳選することを重視しています。当ファンドは様々なセ

クターおよび地域に分散投資をしています。銘柄選定においては、その事業が景気サイクルを通じて底堅く、

十分な資本基盤を有していることを重要な選定基準としています。 

現在の市場環境は、当資産クラスが景気サイクルに左右される短期的な投資対象ではなく、ポートフォリオ

における戦略的な長期配分先であることを改めて示しています。しばらくの間、地政学的ボラティリティはあ

るものの、インフレに連動した収益構造、社会インフラとしての公共性に加えて、ＡＩ主導の電力需要拡大、

エネルギー転換投資、送電網の近代化といった構造的な成長要因が、当社の前向きな長期見通しを支えています。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

○１万口当たりの費用明細 (2025年12月13日～2026年６月12日) 

項 目 
第213期～第215期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 138  0.850  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 71)  (0.439)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 62)  (0.384)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.027)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 3   0.020   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  3)  (0.020)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 4   0.025   (c)有価証券取引税＝作成期間の有価証券取引税÷作成期間の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  4)  (0.025)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 7   0.043   (d)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  6)  (0.035)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） (  1)  (0.005)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など 

 合 計 152   0.938    

作成期間の平均基準価額は、16,255円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.79％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

○売買及び取引の状況 (2025年12月13日～2026年６月12日) 

 

銘 柄 
第213期～第215期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
世界インフラ株マザーファンド 154,043 665,331 83,966 375,944 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年12月13日～2026年６月12日) 

 

項 目 
第213期～第215期 

世界インフラ株マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 3,224,493千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 8,941,851千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.36   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年12月13日～2026年６月12日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2025年12月13日～2026年６月12日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。  

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2025年12月13日～2026年６月12日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

○組入資産の明細 (2026年６月12日現在) 

 

銘 柄 
第212期末 第215期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

世界インフラ株マザーファンド 2,083,242 2,153,319 9,649,454 
 
（注） 親投資信託の2026年６月12日現在の受益権総口数は、2,153,319千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2026年６月12日現在) 

項 目 
第215期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

世界インフラ株マザーファンド 9,649,454 96.9 

コール・ローン等、その他 303,768 3.1 

投資信託財産総額 9,953,222 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） 世界インフラ株マザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（9,681,382千円）の投資信託財産総額（9,734,783千円）

に対する比率は99.5％です。 

（注） 外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=160.18円、1カ

ナダドル=114.58円、1メキシコペソ=9.2904円、1ブラジルレアル=31.433円、1ユーロ=185.30円、1イギリスポンド=214.82円、1デンマー

ククローネ=24.79円、1オーストラリアドル=112.85円、1ニュージーランドドル=93.29円、1香港ドル=20.44円、1シンガポールドル

=124.67円、1タイバーツ=4.88円。 

 

  

親投資信託残高 



品 名：90002_440825_215_04_世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型）_1109002.docx 

日 時：2026/7/23 10:39:00 

ページ：12 

 

－ 12 － 

世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第213期末 第214期末 第215期末 

2026年２月12日現在 2026年４月13日現在 2026年６月12日現在 

  円 円 円 

(A) 資産 9,428,308,704   10,214,375,715   9,953,222,675   

 コール・ローン等 188,320,727   200,909,109   218,442,967   

 世界インフラ株マザーファンド(評価額) 9,125,542,578   9,901,999,599   9,649,454,657   

 未収入金 114,441,581   111,462,934   85,320,623   

 未収利息 3,818   4,073   4,428   

(B) 負債 152,614,043   142,611,803   144,617,893   

 未払収益分配金 109,744,201   112,199,442   114,797,194   

 未払解約金 16,233,977   1,766,253   827,204   

 未払信託報酬 25,640,004   27,367,636   27,734,147   

 その他未払費用 995,861   1,278,472   1,259,348   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 9,275,694,661   10,071,763,912   9,808,604,782   

 元本 5,776,010,599   5,905,233,800   6,041,957,588   

 次期繰越損益金 3,499,684,062   4,166,530,112   3,766,647,194   

(D) 受益権総口数 5,776,010,599口 5,905,233,800口 6,041,957,588口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 16,059円 17,056円 16,234円 
 

（注） 当ファンドの第213期首元本額は5,612,337,952円、第213～215期中追加設定元本額は806,668,286円、第213～215期中一部解約元本額

は377,048,650円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第213期1.6059円、第214期1.7056円、第215期1.6234円です。 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

○損益の状況 

項 目 
第213期 第214期 第215期 

2025年12月13日～ 
2026年２月12日 

2026年２月13日～ 
2026年４月13日 

2026年４月14日～ 
2026年６月12日 

  円 円 円 

(A) 配当等収益 221,944   241,331   245,917   

 受取利息 221,944   241,331   245,917   

(B) 有価証券売買損益 682,736,797   715,007,720   △  342,443,253   

 売買益 688,623,736   724,880,715   5,417,478   

 売買損 △    5,886,939   △    9,872,995   △  347,860,731   

(C) 信託報酬等 △   25,966,745   △   27,716,395   △   27,785,632   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 656,991,996   687,532,656   △  369,982,968   

(E) 前期繰越損益金 2,193,077,237   2,684,555,736   3,195,643,791   

(F) 追加信託差損益金 759,359,030   906,641,162   1,055,783,565   

 (配当等相当額) (  1,363,045,907)  (  1,511,273,820)  (  1,686,742,914)  

 (売買損益相当額) (△  603,686,877)  (△  604,632,658)  (△  630,959,349)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 3,609,428,263   4,278,729,554   3,881,444,388   

(H) 収益分配金 △  109,744,201   △  112,199,442   △  114,797,194   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 3,499,684,062   4,166,530,112   3,766,647,194   

 追加信託差損益金 759,359,030   906,641,162   1,055,783,565   

 (配当等相当額) (  1,363,687,819)  (  1,512,013,577)  (  1,687,947,296)  

 (売買損益相当額) (△  604,328,789)  (△  605,372,415)  (△  632,163,731)  

 分配準備積立金 2,740,325,032   3,259,888,950   3,134,263,972   

 繰越損益金 －   －   △  423,400,343   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一部を委託するために要した費用のうち、2025年12月13日～2026年６月12日

の期間に当ファンドが負担した費用は23,241,675円です。 

（注） 分配金の計算過程（2025年12月13日～2026年６月12日）は以下の通りです。 

項 目 
2025年12月13日～ 
2026年２月12日 

2026年２月13日～ 
2026年４月13日 

2026年４月14日～ 
2026年６月12日 

a. 配当等収益(経費控除後) 31,545,762円 36,209,586円 53,417,375円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 625,446,234円 651,323,070円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 1,363,687,819円 1,512,013,577円 1,687,947,296円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 2,193,077,237円 2,684,555,736円 3,195,643,791円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 4,213,757,052円 4,884,101,969円 4,937,008,462円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 7,295円 8,270円 8,171円 

g. 分配金 109,744,201円 112,199,442円 114,797,194円 

h. 分配金(１万口当たり) 190円 190円 190円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

○分配金のお知らせ  

 第213期 第214期 第215期 

１万口当たり分配金（税込み） 190円 190円 190円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2025年12月13日から2026年６月12日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。 

 

●当ファンドについて、「一般社団法人投資信託協会」の合併に伴ない、その記載を「一般社団法人資産運

用業協会」に変更すべく、2026年４月１日付けにて信託約款の一部に所要の変更を行ないました。（付表、

第８条、第28条の２） 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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